
情報共有システム（ASP）の使用について協議

使用するか判断
使用しない

従来通り電子メールや紙で書類を扱う

使用する

施工計画書にASP使用を明記

契約日

現場着手

工事完成

※主に受発注者の協議ですが、委託監督員の意見も聞いてください
関連工事がある場合は、その代理人や監督員同士でも事前に要相談

ASPで扱う書類を協議により決定（特則仕様書で電子提出OKの書類から選択※請求書は除く）

発注者 受注者 委託監督員

ASPを使用して書類作成や承諾を行う

ASP提供会社を選定して申込
監督員の情報を伝える

ASP提供会社からID等を受領

監督員の情報を伝える

変更契約

ASPの契約情報が確認できる
資料※を提出

※全ての書類をASP上で扱わなければならないわけではない

ASPの使用料(実費)を共通仮
設費に積み上げて変更手続き

変更契約

※申込者・工事件名・費用（総額）が確認できるもの
総額は月額と申込期間等でもOK

例）申込完了のメール、契約内容の確認画面等

完成検査 ※ASPで取り扱った書類は原則電子のまま検査を受ける

※ASPで取り扱った書類は原則電子のまま納品（CD）
施設に収める書類は電子の必要はない完成図書提出

※変更契約のタイミングは自由（特例に合わせて実施したり、工期末にまとめて変更するなど）

※職位・メールアドレス等の
申込みに必要な情報

※職位・メールアドレス等の
申込みに必要な情報

ASPから検査用データをダウンロード

※受注者が選定

※ASPの機能にある電子納品は国交省仕様のため
川崎市では使用しません

完成図書受領

情報共有システム実施フロー



遠隔臨場の使用について協議

使用するか判断
使用しない

従来通り現場で立ち合い等を行う

使用する

施工計画書に遠隔臨場の使用を明記

契約日

現場着手

工事完成

発注者 受注者 委託監督員

遠隔臨場で現場確認等を実施

使用するサービスや機器等を選定
監督員の情報を伝える

発注者負担とする費用の項目と概算を協議して議事録等に明記

監督員の情報を伝える

変更契約

遠隔臨場にかかった費用が
確認できる資料※を提出遠隔臨場に係る費用(実費)を

共通仮設費に積み上げて
変更手続き

※費用や現場名が確認できるもの

※変更契約のタイミングは自由（特例に合わせて実施したり、工期末にまとめて変更するなど）

※必要な情報があれば提供 ※必要な情報があれば提供
※受注者が選定

変更契約

遠隔臨場実施フロー


